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ている10）。これらから，知識統合を促進するには，協働
的な学びの1形態であるKCJを展開することが有効であ
ると考える。
　一方，ICTを活用した学習によって，児童生徒の学習
に対する積極性や意欲，さらには，「知識・理解」や「技
能・表現」の観点においても高い効果が得られることが
分かっている13）,14）。また，先行研究から，タブレット
PCを効果的に授業に用いることで，協働的な学びをよ
り促進させることが可能であると報告されている15）,16）。
つまり，協働的な学びの 1形態であるKCJを展開する中
で，効果的な形でタブレットPC等のICTを活用すれば，
より知識統合が促進されると推察される。
　動画を用いてKCJを構成した提案として，藤木ら
（2016）の先行研究がある17）。この先行研究では，小学
校第 6学年社会科の歴史学習において，エキスパート資
料に，動画クリップ，教科書，資料集の 3つの媒体を用
いている。研究成果として，動画クリップが，他の媒体
に比べ児童の学習意欲を向上させることが確かめられ
た。しかし，この先行研究では，動画資料が児童の学習
意欲を高めることが確かめられているのみで，知識統合
に対してどのような効果があるかまでは検討されていな
い。
　社会科学習における知識統合に関する捉えとして，小
学校学習指導要領解説社会科編（2017）では，その目標
の中で「知識と知識を関連付けて深く理解すること」を
挙げている。また岡崎（2013）は，「複数の知識が関連

1.　はじめに

　今，学校教育では，断片的な個別の知識の習得では
なく，生きて働く知識の習得が求められている1）,2）,3）,4）。
生きて働く知識を獲得するためには，知識が相互に繋が
り，関連性をもったものとして理解されることが重要で
ある5）。このような知識の理解について，Linn（2006）
は知識統合（knowledge integration）と呼び，「学習者
が個人あるいは集団としてもっている多様な知識を関連
付けることで理解を深めること」と定義している6）。こ
の知識統合によって知識の価値はさらに高まり，より活
用できる生きた知識へと深化していくと考える。
　先行研究から，知識統合を促進するには課題に対して
個人で取り組むよりも，他者と関わり合いながら学ぶ
方が，効果が高いことが明らかになっている7）,8）。「他
者と関わり合いながら学ぶこと」については，研究者
により様々な捉えがあるが，本研究では，collaborative 

learningの考え方に基づき，「協働的な学び」と呼ぶ2）,3）

,7）,9）。さらに，協働的な学びを促進させる手法の 1つで
ある知識構成型ジグソー法（以下，「KCJ」という）を
用いて学習を行うことで，複数の知識を統合し，より深
い知識になると示されている9）,10）,11）,12）。KCJとは，学習
者に課題を提示し，課題解決の手がかりとなる知識を与
えて，その部品を組み合わせることによって答えを作り
上げるというグループ活動を中心とした授業デザインの
手法であり，collaborative learningの考え方を基盤とし
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徴があることが推察された。次に，長期的な知識定着度をみるために習熟度テストを実施したところ，比較単元と比
べて正答率が有意に高い傾向がみられた。このことから，協働的な学びに動画資料を用いることで知識統合は起こり，
その知識は長期的に定着していくことが示唆された。
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考える。その要因の 1つとして，学習に対する意識の違
いが影響しているのではないかと推察される。協働的な
学びにおける知識の習得については，学習意欲以上に，
協働的な学びに対する価値意識が大きく関係している
22）。そこで，知識統合量の多い児童と少ない児童とでは，
協働的な学びに対する価値意識にどのような違いがある
のかを探るため，協働的な学びに対する価値意識と知識
統合量との関係を調査した。

　2.1.3長期的な知識定着度の評価
　動画資料による学習効果や，それを用いた協働的な学
びによる知識統合の形成が，長期的な知識の定着に対し
てどのような影響が表れるのかをみるため，長期的な知
識定着度の評価を行った。

　2.2　対象及び実施時期
　島根県内の公立小学校第 6学年 1組の児童11名を対象
とした。検証授業は，2017年6月13日に実施し，意識調
査は検証授業後の6月21日に行った。また，知識の定着
度をみるための習熟度テストは検証授業実施から概ね3

カ月後の9月29日に実施した。

　2.3　検証授業設計
　小学校第 6学年の社会科単元「貴族のくらし」全 5時
間の中の第 2時を検証授業とした。また，長期的な知識
の定着度を比較するために，検証授業実施から約 1カ月
後に比較授業を実施した。比較授業は，社会科単元「室
町文化」全 4時間とした。いずれも，その時代の文化的
内容を取り扱い，単元実施合計時間が 4～ 5時間程度の
類似した構成である。検証授業単元と比較授業単元の構
成を表 1に示す。比較授業では動画資料を用いず，教科
書と資料集を中心としたテキストによる学習を行った。

　2.3.1　使用した動画資料
　検証授業で使用した動画資料の概要を表 2に示す。エ
キスパート活動の資料として動画資料を用いた。素材と
しては，NHK for schoolの配信動画23）を用いた。資料は
A資料，B資料の 2種類に分け，A01～A04の 4つの動画
クリップをA資料とし，同じくB01～B04の 4つの動画ク
リップをB資料とした。各動画クリップは，およそ10分
程度ある 1つの動画から，学習内容に合わせて授業者が
10～50秒程度に切り出したものを使用した。

　2.3.2　検証授業実施概要
　検証授業（単元第 2時）の設定課題を「平安時代の貴
族は，どのようなくらしをしていたのだろうか」とし，
KCJを活用した協働的な学びを展開した。授業の流れは，
KCJの手順10）に沿い，①課題把握，②エキスパート活動，
③ジグソー活動，④クロストークの順で行った。また，
本検証授業では，ペア活動を基本とした。以下に，①~

④の活動内容を示す。
①課題把握では，図 1に示す動画クリップの内容が異

付けられて概念となる」としている18）。これらから，本
研究で扱う社会科学習においては，知識と知識との関連
付け，及びそれによって生まれる解釈を知識統合と捉え
る。
　動画による学習効果として，テキストによる学習に比
べて，長期的に記憶に定着しやすいことが先行研究に示
されている19）。この要因は，視覚的付加情報，短時間情
報量の多さ，感情への影響等としている。しかし，上記
の視覚的付加情報，短時間情報量の多さについては，単
に情報量が多いことが，記憶のメカニズム20）から検討し
ても，直接的に長期的な記憶の定着に有効であるとは考
え難い。
　杉浦ら（2009）は，より多くの情報を記憶として定着
させるには，個別の情報同士や，すでに内在する記憶情
報とのリンクを張ることが有効であると述べている21）。
このリンクの意味するものは，個別の知識同士の繋がり
であり，知識統合と同義であると考える。つまり，知識
統合によって得た理解は，長期的な記憶の定着に一定の
効果があると推察される。
　以上から，知識統合は協働的な学びによって促進され
ることが明らかになっていると共に，協働的な学びは
KCJや ICTを活用することによって促進されることが明
らかになっている。しかし，ICTを活用することが，知
識統合に対してどのような効果を与えるのかは明らかに
なっていない。そして，先行研究から，ICT活用として
動画資料を用いることが，長期記的な記憶の定着に一定
の効果があると推察される。
　そこで本研究の目的は，KCJを取り入れた協働的な学
びにおける動画資料の活用によって知識統合にどのよう
な特徴が表れるのかを検討することとした。

2.　方　法

　2.1　調査方法
　動画資料の活用によって知識統合にどのような特徴が
表れるのかを検討する手段として，授業実践（以下，検
証授業という）を行い，それをもとに検証していく方法
をとる。
　検証授業の具体的な検証方法として，以下2.1.1～2.2.3

の 3つの方法をとった。
　
　2.1.1知識統合量の定量的評価
　動画資料を活用した協働的な学びによって，知識統合
にどのような特徴が表れるのかを確かめるためには，ま
ず，知識統合の量を定量的に捉える必要がある。そこ
で，検証授業を通して，児童の中で知識統合が起こった
のか，またどれほどの知識統合が起こったのかを調査す
るため，知識統合量の定量的評価を行った（2 .4参照）。
　
　2.1.2知識統合量と学習に対する意識の関係
　検証授業において，各児童が同じ学習を行ったとして
も，児童一人一人の知識統合量には個人差が出てくると
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表 1 　検証授業単元と比較単元の構成

表 2 　動画資料（エキスパート資料）の概要
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易な言葉に直して実施した。質問項目に対して，「1 .全
くそう思わない」，「2 .ややそう思わない」，「3 .どちらで
もない」，「4 .ややそう思う」，「5 .とてもそう思う」の 5

件法で回答させた。その後，児童ワークシートの記述か
ら得た知識統合量と協働的な学びに対する価値意識の関
係をみた。

　2.6　長期的な知識定着度の評価の具体
　検証授業による長期的な知識の定着度をみるため，授
業実施から概ね 3か月後に表4に示す習熟度テストを実
施した。知識の定着度を比較するため，検証授業単元と
比較単元の 2つのテストを実施した。習熟度テストは東
京書籍問題データベース24）を参考にし，知識を問う内容
の自作ペーパーテストを用いた。問題数は 7問（一問一
答問題3問，選択問題4問）で統一し，作成実施した。

　2.7　分析方法
　分析には，次のp1～p5のパラメーターを使用した。
p1 :知識統合が起こったとみられる記述
　「複数の知識を合わせて表現された言葉」と「新たな
解釈で表現された言葉」を合わせたものを，知識統合が
起こったとみられる記述とした。
　複数の知識を合わせて表現された言葉とは，表 5に示
す「課題に対する答えとなる要素をもつ言葉」を，複数
関連させて表現された言葉とした。

なるA及びBのワークシートを与え，ペアの児童が
それぞれどの動画資料群を用いて調べるかを選択さ
せた。
②エキスパート活動では，A資料グループとB資料グ
ループに分かれ，タブレットPC1台を児童 2名で共
有し，調べる活動を行った。
③ジグソー活動では，調べたことをペアで伝え合った
後，課題に対する答えをまとめる活動を行った。
④クロストークでは，学級全体で課題に対する答えを
発表し合い，学級全体でまとめた。

　尚，エキスパート活動とジグソー活動の活動時間はそ
れぞれ10分程度とした。

　2.4　知識統合量の定量的評価の具体
　知識統合量をみるために，図 2に示す児童ワークシー
トを検証授業で使用した。このワークシートの記述の中
から，「複数の知識を合わせて表現された言葉」，「新た
な解釈で表現された言葉」，「言葉の関係性を表す語や図」
が示されていれば知識統合が起こったとみなした。さら
に，対象の全児童のワークシートからその記述を抽出し
た。そして，その記述の総数を知識統合量とした。また，
エキスパート活動の際に書かれた記述とジグソー活動の
際に書かれた記述から，それぞれの活動場面での知識統
合量を出し，エキスパート活動とジグソー活動における
知識統合量の違いをみた。

　2.5　知識統合量と学習に対する意識の関係の具体
　協働的な学びに対する価値意識を調査するため，検証
授業後に協同作業認識尺度22）を用いて意識調査を行っ
た。質問項目は，対象が小学生であるため表3に示す平

図 1 　ワークシートA（上）とワークシートB（下）
（ワークシートA：動画クリップA01～A04を調べるもの, 

 ワークシートB：動画クリップA01～A04を調べるもの）

図 2 　児童ワークシート
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表 3 　協同作業認識尺度の質問項目

表 4 　習熟度テストの内容
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での知識統合の量を群間比較した。

p5 :長期的な知識定着度の評価
　検証授業単元と比較単元の習熟度テストの正答率を比
較した。また，問題形式別（一問一答問題，選択問題）
の正答率の比較も行った。

3.　結　果

　3.1　知識統合が起こったとみられる記述（p1）
　「複数の知識を合わせて表現された言葉」と「新たな
解釈で表現された言葉」を合わせた知識統合が起こった
とみられる記述の記述数を図3に示す。本図から，児童
によって多少の記述数に差はあるが，児童一人当たり平
均4.27±3.03個の言葉を使っていたことが分かった。ま
た，エキスパート活動よりも，ジグソー活動の方が記述
数が多い傾向がみられた。
　実際に児童がワークシートに記述した「複数の知識を
合わせて表現した言葉」には，「人形」，「流して」，「ひ
なまつり」，「受け継がれ」という言葉を関連させて，「今
でいうひな祭り」とした記述があった。この記述には，
児童にとって「形が異なるが，今のひな祭りのようなも
のだ」という理解があると考える。動画資料の中では，
これを「流し雛」と説明している。それを受けつつも
「流し雛」と記述せず，「人形」「流して」「受け継がれ」
等の記述から矢印で繋ぐような形で「今でいうひな祭り」
として記述されていた。さらに，「今の」ではなく「今
でいう」と記述されていることから，今のひな祭りとは
形や意味が多少異なるが，その文化は受け継がれている
という理解も含まれていると考える。従って，複数の知
識を関連させた知識統合が起きていると捉えた。
　新たな解釈で表現した言葉には，貴族のたしなみや遊
びとして親しまれていた「蹴鞠」を，「フットサル」と
した記述があった。これは，新たな知識である「蹴鞠」
に対して，既存の知識である「フットサル」との関連性
を「足でボールを蹴る遊び」という点で見出し，児童の
理解によって生まれた言葉だと考える。新たな知識と既
存の知識とを関連付け，新たな解釈で表現されているた
め，知識統合が起きていると捉えた。

　新たな解釈で表現された言葉とは，動画資料にはない
言葉を使いつつも，既存の知識と関連させながら課題に
対する答えとなる要素をもつ言葉と同義の言葉で表現さ
れた言葉とした。
　以上の2つの記述を知識統合が起こったとみられる記
述とし，その記述数を求めた。

p2 :エキスパート活動とジグソー活動との知識統合状況
の比較
　「言葉の関係性を表す語や図」の記述を各児童のワー
クシートから抽出し，エキスパート活動とジグソー活動
の児童の平均記述数を比較した。
　言葉の関係性を表す語や図とは，「○○○だけ・・・」，
「○○○にも・・・」，「→」，「＝」のような，言葉と言
葉を繋ぐ役割を果たしていると思われる記述を想定した。

p3 :知識統合の量と協働的な学びに対する価値意識の
関係
　p1 :知識統合が起こったとみられる記述の記述数と，
p2の「言葉の関係性を表す語や図」の記述数を合わせ
たものを知識統合の量とし，その量の多少を説明変数と
した。また，協働的な学びに対する価値意識の高低を従
属変数とした。そして，知識統合の量の多少により，協
働的な学びに対する価値意識に差が出るのかを分析し
た。知識統合量の多少については，対象の児童一人一人
の知識統合量を求め，合計15個以上記述している児童を
多量知識統合群，15個未満の児童を少量知識統合群とし
た。価値意識の高低については，学習後の協同作業認識
尺度による調査結果から，協働的な学びに対する価値意
識を得点化した。比較は，対象の児童を多量知識統合群
と少量知識統合群に分け，協働的な学びに対する価値意
識を群間比較した。

P4 :協働的な学びに対する価値意識と知識統合量の関係
　p3の説明変数と従属変数を入れ替えその関係をみた。
説明変数を協働的な学びに対する価値意識とし，協同作
業認識尺度の調査結果から，平均得点4.31点よりも高い
児童を高協働価値意識群，低い児童を低協働価値意識群
とした。そして，高協働価値意識群と低協働価値意識群

表 5 　課題に対する答えとなる要素をもつ言葉

図 3 　p1知識統合が起こったとみられる記述の記述数
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　3.4　協働的な学びに対する価値意識と知識統合量の
　　　  関係（p4）
　p3の説明変数と従属変数を入れ変え，高協働価値意
識群と低協働価値意識群での知識統合の量を群間比較し
た結果を図 6に示す。本図から，高協働価値意識群は，
平均11.5±6.02個，低協働価値意識群は平均10.8±7.75個
の記述があったことが分かった。また，t検定による分
析を行ったところ，2群間の知識統合量に有意な差はみ
られなかった（t=0.16,df=9,p>0.05）。

　3.5　長期的な知識定着度の評価（p5）
　表 6に検証授業単元と比較単元の習熟度テストの結果
を示す。本図から，比較単元よりも検証単元の正答率の
方が10.39%高い結果であった。t検定による分析を行っ
た結果，検証授業単元の正答率の方が有意に高い傾向が
みられた（t=1.89,df=10,p=0.087）。
　また，出題種別で正答率を比較したところ，一問一答問
題においては有意な差はみられなかったが（t=－2.57E－
16,df=10,p=1.00），選択問題においては，検証授業単元の
方が有意に高い傾向がみられた（t=2.18,df=10,p=0.053）。

　3.2　エキスパート活動とジグソー活動での知識統合
状況の比較（p2）
　エキスパート活動とジグソー活動の「言葉の関係性を
表す語や図」の平均記述数を図 4に示す。本図から，エ
キスパート活動では平均2.73±2.28個，ジグソー活動で
は平均4.18±2.99個の記述があったことが分かった。ま
た，t検定による分析の結果，言葉の関係性を表す語や
図の記述数は，エキスパート活動よりもジグソー活動の
方が有意に多く書かれていた（t=2.28,df=10,p<0.05）。

　3.3　知識統合の量と協働的な学びに対する価値意識
　　　 の関係（p3）
　図 5に，多量知識統合群と少量知識統合群の協働的な
学びに対する価値意識を比較した結果を示す。本図か
ら，多量知識統合群は平均4.36±0.47点，少量知識統合
群は，平均4.25±0.38点の尺度得点であったことがわか
った。また，t検定による比較を行ったところ，2群間の
協働的な学びに対する価値意識に有意な差はみられなか
った（t=0.41,df=9,p>0.05）。

図 4 　p2言葉の関係性を表す語や図の記述の記述数

図 5 　p3知識統合の量と協働的な学びに対する価値意
識の関係

図 6 　p4協働的な学びに対する価値意識と知識統合量
の関係

表 6 　習熟度テストの平均正答数
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学びが知識統合を促進させる役割を大きく果たしている
と推察する。

　4.3　知識統合量と協働的な学びに対する価値意識の
　　　  関係
　p3 :知識統合量と協働的な学びに対する価値意識の関
係から，児童の知識統合の量の多少によって，協働的
な学びに対する価値意識に差がみられなかった。また，
p4 :協働的な学びに対する価値意識と知識統合量の関係
から，協働的な学びに対する価値意識の高低によって，
知識統合量に差はみられなかった。これらから次の 2点
が推察される。
　p3の結果からは，藤木ら（2016）の先行研究結果で
ある，動画資料によって，全ての児童の学習意欲が高ま
ることが協働価値意識の向上にも影響を与えているので
はないかということである。これにより，知識統合量が
少ない児童においても，同様の協働価値意識をもたせる
ことができていたのではないかと推察する。
　p4の結果からは，知識統合量に対して，動画資料及び
協働的な学びが何らかの影響を与えているということで
ある。しかし，それが協働的な学びに対する価値意識の
高い児童，低い児童に，どのようなプロセスでどのよう
に作用しているのかは今回の調査からでは明らかにする
ことができなかった。今後の課題として検討する。
　これらの結果から，本検証授業は学習に対する意識や，
知識統合を起こす能力の個人差を埋め，全ての児童に同
様の学習態度を生み出せる特徴があるのではないかと考
える。

　4.4　長期的な知識定着度
　p5 :長期的な知識定着度の評価の結果から，検証授業
単元の正答率の方が有意に高い傾向がみられた。比較単
元は，検証単元よりも約 1か月後に学習した単元である。
つまり，学習単元を終えてから習熟度テストまでの期間
を考えると，比較単元は約 2カ月，検証授業単元は約 3

カ月経過していることになる。単純にエビングハウスの
忘却曲線25）の理論から考えると，比較単元の方が知識の
定着率は高いはずである。にも関わらず，検証授業単元
の正答率の方が有意に高い傾向がみられたのには，次の
2点の要因が関係していると考える。
　 1点目は，動画資料による長期記憶の効果であると考
える19）。本検証授業では，紙媒体のテキスト資料ではな
く，動画資料を用いた。本検証授業で用いた動画資料は，
児童にとって意味記憶としてだけでなく，エピソード記
憶としても保存されたため，長期に記憶が定着していた
のではないかと推察する。いわゆる座学で記憶されるの
は，その多くが意味記憶である20）。しかし，今回用いた
動画資料は，人物が話したり動いたり，場面が変わった
りとストーリー性が強いものであった。そのため，エピ
ソード記憶としての知識の定着が付加されたのではない
かと考える。
　 2点目は，知識が関連性をもって統合的に理解されて

4.　考　察

　4.1　知識統合の生起
　p1 :知識統合が起こったとみられる記述の結果から，
本検証授業を通して，児童の中で知識統合が起こったこ
とが示唆された。その理由として，動画資料の特性が関
係していると考える。
　動画資料には，一定量の情報を一時的に記憶にインプ
ットしなければならない状況を生み出す特性があると考
える。学習場面において，児童は，資料から得た知識を
ワークシートに書き止めながら学習を進めている。その
際に，紙媒体であれば，資料に書かれていることをその
ままワークシートに書き写すことも容易に可能である。
しかし，書き写されたものは，断片的な個別の知識であ
り，全くと言っていいほど関連付けされていない。それ
に対して，動画資料は紙媒体と異なり，時間と共に流れ
ていってしまうため，書き写すことは容易ではない。そ
うなると，必然的に一定量の情報を一定時間，記憶にイ
ンプットしなければならない状況が生まれる。その記憶
をワークシートに表現する際に，動画資料の内容を記憶
から辿り，複数の知識を繋ぎ合わせたり，組み合わせた
りして，ある程度統合化されたものとして表現すること
になる。このような動画資料の特性が，知識統合を生起
させたのではないかと考える。

　4.2　知識統合量とKCJの関係
　p2 :エキスパート活動とジグソー活動での知識統合状
況の比較から，エキスパート活動よりもジグソー活動の
方が知識統合が有意に多く起こることが示唆された。そ
の理由として次の 2点が推察される。
　 1点目は，扱う情報量がジグソー活動の方が多いため
であると考える。エキスパート活動とは，エキスパート
資料を元に，自力解決を図り，グループ内で意見交換を
し，資料の要点を話し合う活動である。対してジグソー
活動は，各エキスパートグループで出した要点を伝え合
い，問題を解決する際に，どのように活用していくのか
を話し合う活動である。資料から得られる知識の量で比
較すれば，エキスパート活動よりも，ジグソー活動の方
が数倍多くなる。これは，各エキスパートグループで得
られたものを持ち寄ってジグソー活動を行うためであ
る。従って，問題解決のための要点化，いわゆるまとめ
の作業も，ジグソー活動の方がより深く活発になると考
える。つまり，ジグソー活動の方が，より多くの情報が
相互に繋がり，関連性をもったものとして児童に理解さ
れていったのではないかと推察する。
　 2点目は，ジグソー活動の方が，より活発で協働的な
話し合いが行われていたからではないかと考える。ジグ
ソー活動は，児童が互いに意見交換したり，教え合った
りする協働的な学びが最も起きやすい活動であり，それ
をねらった活動でもある10）。そのような児童が学び合う
活動の中で，より知識が関連性をもち，知識統合が促進
されていったのではないかと考える。つまり，協働的な
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いたためであると考える。p5の正答率の結果から，出題
種別で正答率を比較すると，一問一答問題においては検
証単元と比較単元の間に有意な差はみられなかったが，
選択問題においては，検証授業単元の方が有意に高い傾
向がみられた。習熟度テストで用いた一問一答問題とは，
特定の人物名や事物名を問い，それを記述式で回答する
問題である。この問題に答えるためには，特定の人物名
や事物名を正確に記憶しておく必要がある。対して選択
問題は，問いに対していくつかある選択肢から選んで回
答する問題である。選択問題は，人物名や事物名を正確
に記憶していなくとも，統合的に理解していれば，記憶
に類似する選択肢を選んだり，類似しない選択肢を消去
したりすることで，正答することが可能である。従って，
検証授業単元の方が選択問題の正答率が高かったのは，
知識が関連性をもって統合的に理解されていたからでは
ないかと考える。このような個別の知識同士が繋がりを
もった記憶は，杉浦ら（2009）の情報同士のリンクを張
ると記憶の定着に有効であるという報告と，長期記憶を
生み出すという面で類似した傾向を示した。

5.　まとめ

　本研究の成果を以下に示す。
・協働的な学びに動画資料を用いても，児童の中で知
識統合が確かに起こることが明らかになった。それ
は，動画資料の特性（視聴の際の一定量の情報を一
定時間記憶にインプットしなければならない状況）
が関係していると考える。

・動画資料を用いた協働的な学びを展開することで，
知識統合量や協働的な学びに対する価値意識の有意
な差はみられなかった。よって，学習に対する意識
や，知識統合を起こす能力の個人差を埋め，全ての
児童に同様の学習態度を生み出せる特徴があるので
はないかと考える。

・協働的な学びに動画資料を用いることで知識統合は
起こり，その知識は長期的に定着していくことが示
唆された。

　今後の課題として，以下のことが挙げられる。
・検証授業を複数回行い，より多くの児童の学習状況
を調査することで，調査結果の有効性や正当性を高
めていく必要がある。

・動画資料と紙媒体のテキスト資料を比較した検証授
業を実施し，知識統合の特徴の違いを明らかにする
とともに，動画資料の特性をさらに明確に捉えてい
く。
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